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kep.te /CVVC.CV/ → kep.te /CV C.CV/ (→ kept /CVCC/)






fa.der /CV.CVV/ → fa.der /CVV.CVV/ (→ father /CVV.CVV/)






range /CVVC.CV/ → レンジ /CV C.CV/
foundation /CVVC.CVV.CVC/ → ファンデーション /CV C.CVV.CVC/







５・15事件 /go i.ti go/ /CV CV.CV CV/ → /go:i.ti go:/ /CVV CV.CV
 
CVV/










イ音便：ka.ki.ta /CV.CV.CV/→ kai.ta /CV V.CV/
ウ音便：yo.ku.ko.so /CV.CV.CV.CV/ → you.ko.so /CV V.CV.CV/
撥音便：no.mi.te /CV.CV.CV/ → non.de /CVC .CV/













⑴ ａ．此の連（このつれ）/ko.no.tu.re/ → コンツラ /kon.tu.ra/ (大)
/CV.CV.CV.CV/ → /CVC .CV.CV/
ｂ．なおのこと /na.o.no.ko.to/ → ナオンコト /na.on.ko.to/ (大)
/CV.V.CV.CV.CV/ → /CV.VC .CV.CV/
ｃ．見なきゃ /mi.na.kja/ → ミンキャ /min.kja/? (長)
/CV.CV.CGV/ → /CVC .CGV/
⑵ ａ．見つかる /mi.tu.ka.ru/ → メッカル /mek.ka.ru/ (長)
/CV.CV.CV.CV/ → /CVC .CV.CV/
ｂ．おくかなし(古語) /o.ku.ka.na.si/ → オッカナイ /ok.ka.nai/ (大)
/V.CV.CV.CV.CV/ → /VC .CV.CVV/
ｃ．七十 /si.ti.zju:/ → シッチュ /sit.tju/ (大)
/CV.CV.CVV/ → /CVC .CV/
ｄ．一昨々年 /sa.ki.o.to.to.si/ → サキオットシ /sa.ki.ot.to.si/ (大)













終止形 不可能形（東京方言） 不可能形(中越方言) 否定形(東京方言)
-rarenai -ranne(：) -nai
始める(hazime) 始められない 始めらんね(ー ) 始めない
建てる(tate) 建てられない 建てらんね(ー ) 建てない
着る(ki) 着られない 着らんね(ー ) 着ない
食べる(tabe) 食べられない 食べらんね(ー ) 食べない
させる(sase) させられない させらんね(ー ) させない
寝る(ne) 寝られない 寝らんね(ー ) 寝ない
投げる(nage) 投げられない 投げらんね(ー ) 投げない








終止形 不可能(東京方言) 不可能(中越方言) 否定形(東京方言)
-enai -anne(：) -anai
持つ(mot) 持てない 持たんね(ー ) 持たない
なる(nar) なれない ならんね(ー ) ならない
買う(kaw) 買えない 買わんね(ー ) 買わない
選ぶ(erab) 選べない 選ばんね(ー ) 選ばない
書く(kak) 書けない 書かんね(ー ) 書かない
飲む(nom) 飲めない 飲まんね(ー ) 飲まない
貸す(kas) 貸せない 貸さんね(ー ) 貸さない
歌う(utaw) 歌えない 歌わんね(ー ) 歌わない
立つ(tat) 立てない 立たんね(ー ) 立たない
泳ぐ(ojog) 泳げない 泳がんね(ー ) 泳がない





















⑶ ａ．なおのこと /na.o.no.ko.to/ → ナオンコト /na.on.ko.to/ (大)
/CV.V.CV.CV.CV/ /CV.VC .CV.CV/











⒜ V→○/： /na.o.no.ko.to/→ /na.o.n.ko.to/ ナオンコト
となる。次に⒝を母音脱落とした場合，














/o.to.ko.no.ko/ → /o.to.ko.C.ko/ → /o.to.kok.ko/ オトコッコ









































高い /ta.ka.i/ ターケ(ー ) /ta:.ke(:)/ (長)
軽い /ka.rui/ カールイ /ka:.rui/ (長)
これらの例では，第一音節の母音が長音化することで，次のように重音節が形成されて
いる。
⑸ /ta.kai/＞ → /ta:.ke(:)/ /CV.CVV/ → /CVV.CV(V)/
/ka.rui/＞ → /ka:.rui/ /CV.CVV/ → /CVV.CVV/
例からもわかるように，長母音化がみられるのは３モーラ形容詞である。形容詞であっ
ても４モーラ以上の語では長音化は観察されない。
⑹ 短い /mizikai/ → ?ミージカイ /mi:.zi.ka.i/，?ミジーカイ /mi.zi:.ka/i/
明るい /a.ka.ru.i/ → ?アーカルイ /a:.ka.ru.i/，?アカールイ /a.ka:.ru.i/











⑺ ａ．歩ぶ（歩くの古語）/a.ju.bu/ → アイブ /ai.bu/ (大)
/V.CV.CV/ /V V.CV/
ｂ．あれら /a.re.ra/ → アイラ（?あの人たち」の意) /ai.ra/ (大)
/V.CV.CV/ /V V.CV/
ｃ．それから /so.re.ka.ra/ → ソイカラ /soi.ka.ra/ (大)
/CV.CV.CV.CV/ /CV V.CV.CV/





















cut /CVC/ → ?カト/CVCV/→ カット /CVC.CV/












⑻ ａ．へび /he.bi/ → ヘッピ /hep.pi/
ｂ．直（じき）/ziki/ → ジッキ /zikki/
ｃ．舌 /sita/ → シッタ /sitta/
⑼ ａ．暑い・熱い /a.tui/ → アッチェ /at.tje/
ｂ．短い /mizikai/ → ミジッケ(－) /mi.zik.ke(:)/

















































Kubozono（1998）argues that both English and Japanese prefer heavy syllables to light
 
or superheavy syllables,citing various diachronic changes and synchronic phenomena in
 
those languages. The present article examines the formation of heavy syllables in the
 
Chuetsu Dialect,and shows that this dialect exhibits a stronger tendency to make heavy
 
syllables out of sequences of light syllables than the Tokyo dialect does.
The data of the Chuetsu Dialect were collected from Niigata Prefecture Dialect
 
Dictionary(Ohashi,2003)with additional examples that the present author collected in the
 
Chuetsu region.This analysis reveals four types of heavy syllable formation in the Chuetsu
 
Dialect:vowel deletion,vowel insertion (or,vowel lengthening), consonant deletion,and
 
consonant insertion (or,gemination).
注
ⅰ 拗音の音韻表記は，どのような音であるかに関わらず，「子音＋j」という表記で統一してい
る。
ⅱ 母音終止語幹動詞には，いわゆる「ら」抜きことばの形，すなわち「着れない」「見れない」
の形も語幹の短い動詞を中心に見られるが，動詞により揺れがある。ここでは中越方言との比
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較を分かりやすくするため「ら」抜きではない形を挙げた。
ⅲ 有声重子音忌避制約：元となる考えは，浜田1949，黒田1967，McCawley1968，Ito and
 
Mester1995によるものである。
ⅳ 大橋（2000）は，強調の意味を含む際に，これらの語形が登場することが多いとしているが，
筆者はこれらが強調を含んでいるとは考えていない。これらの語形は関東方言の「アチー」の
ような語形に対応するものだと考えられる。つまり，基本形よりくだけた形であるだけで，そ
こに強調の意味は含まれないと考える。
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